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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
下端に挿入部の基端が連結されて、握り部より下方位置に処置具挿入口が配置され、上記
挿入部の先端部分の状態を制御するための先端操作部材が上記握り部より上方位置に配置
されて、内視鏡と共に使用される外部機器の制御を行うためのリモートコントロールスイ
ッチが上記先端操作部材より上方位置に配置された内視鏡の操作部において、
　上記先端操作部材より上方位置に配置された上記リモートコントロールスイッチと同じ
機能のリモートコントロールスイッチが、上記処置具挿入口より下方位置にも配置されて
いることを特徴とする内視鏡の操作部。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は内視鏡の操作部に関する。
【０００２】
【従来の技術】
一般に、内視鏡の操作部の下端には挿入部の基端が連結され、湾曲操作ノブや送気送水操
作弁等のように挿入部の先端部分の状態を制御するための先端操作部材が、握り部を握る
手の指で操作できるように握り部より上方位置に配置されている。
【０００３】
また、内視鏡観察画像を表示するためのテレビモニタや観察画像を録画するためのビデオ
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録画装置等のように内視鏡と共に使用される外部機器の動作を制御するためのリモートコ
ントロールスイッチが、先端操作部材よりさらに上方位置に配置されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
一般に、内視鏡を操作する際には、左手で操作部の握り部を握って内視鏡を保持した状態
で、右手で挿入部を掴んで体内への挿脱操作を行う。
【０００５】
したがって、右手は患者の体内汚物等によって汚染されるので、操作部に配置された先端
操作部材やリモートコントロールスイッチ等を全て左手だけで操作すれば、操作部が汚染
された状態になることはない。
【０００６】
しかし、左手の指は、絶えず湾曲操作ノブや送気送水操作弁など先端操作部材の操作を行
う状態にある。また、リモートコントロールスイッチは、左手で操作して操作できないこ
とはない位置に配置されているが、湾曲操作ノブや送気送水操作弁の配置の方が優先され
ることから、握り部からかなり離れた位置にならざるを得ない。
【０００７】
したがって、操作部を握った左手でリモートコントロールスイッチまで操作しようとする
と、操作全般の円滑性を損なうことになるため、リモートコントロールスイッチは右手で
操作してしまう場合が少なくない。
【０００８】
そのようにして、挿入部を掴んだ右手でリモートコントロールスイッチを操作すると、体
内汚物により汚染された右手により操作部の上半部が汚染されて、次にそこに触れる左手
が汚染され、さらに、きれいなはずの左手で触れられる周辺機器やコネクタ等が汚染され
て、周辺一帯が汚染されてしまうおそれがある。
【０００９】
そこで本発明は、操作全般の円滑性を損なうことなくリモートコントロールスイッチの操
作を右手で容易に行うことができ、しかも右手から左手への汚染の伝わりを防止すること
ができる内視鏡の操作部を提供することを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の操作部は、下端に挿入部の基端が連結され
て、挿入部の先端部分の状態を制御するための先端操作部材が握り部より上方位置に配置
された内視鏡の操作部において、内視鏡と共に使用される外部機器の制御を行うためのリ
モートコントロールスイッチの一部又は全部を、握り部より下方位置に配置したものであ
る。
【００１１】
なお、握り部より上方位置と下方位置とに、同じ機能のリモートコントロールスイッチを
配置してもよい。
【００１２】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図１は内視鏡とその周辺機器（外部機器）とが接続された状態を示している。
【００１３】
可撓管状の内視鏡の挿入部１の先端部分には、遠隔操作によって屈曲する湾曲部２が連結
され、観察窓や照明窓等が配置された先端部本体３が、湾曲部２の先端に連結されている
。観察窓を通して得られた内視鏡観察像は、先端部本体３に内蔵された固体撮像素子によ
って撮像される。
【００１４】
挿入部１の基端が下端に連結された操作部１０には、操作者の左手で握って保持するため
の握り部１１が中間部分に形成されていて、湾曲部２を屈曲操作するための湾曲操作ノブ
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１４が、握り部１１より上方の部分（上方部分１２）の側面に配置されている。
【００１５】
また、先端部本体３に配置された観察窓の表面に空気又は水を選択的に吹き付ける操作を
するための送気送水操作弁１５と、先端部本体３に配置された吸引口から吸引を行う操作
をするための吸引操作弁１６とが、操作部１０の上方部分１２の前面側に配置されている
。なお、送気送水操作弁１５と吸引操作弁１６は、配管の連通関係を変えるための切換弁
であり、電気スイッチではない。
【００１６】
操作部１０の握り部１１より下方の部分（下方部分１３）には、処置具挿通チャンネルへ
の処置具の入口である処置具挿入口１７が斜め上方に向けて突設され、さらに、後述する
ビデオプロセッサ４０等の動作を制御するための電気的なリモートコントロールスイッチ
２１，２２，２３が配置されている。
【００１７】
この実施例のリモートコントロールスイッチは、例えば、テレビモニタ４１に表示される
内視鏡観察画像を静止させるためのフリーズスイッチ２１、その内視鏡観察画像を撮影す
るための撮影スイッチ２２、及び内視鏡観察画像を録画するための録画スイッチ２３等で
ある。
【００１８】
操作部１０から延出する可撓性の接続コード１８の先端には、外部光源装置３０に設けら
れたソケット３７に着脱自在に接続されるライトガイドコネクタ１９が取り付けられてい
て、外部光源装置３０に内蔵された光源ランプ３１から内視鏡のライトガイドに照明光が
供給される。
【００１９】
また、外部光源装置３０に内蔵された送気ポンプ３３によって加圧される給水タンク３２
から延出する給気給水チューブ３８の先端に取り付けられた接続コネクタ３９が、送気送
水操作弁１５に通じる送気送水管路にライトガイドコネクタ１９の側面において接続され
ている。
【００２０】
同様に、独立して外部に配置された吸引装置５０から延出する吸引チューブ５８の先端に
取り付けられた接続コネクタ５９が、吸引操作弁１６に通じる吸引管路にライトガイドコ
ネクタ１９の側面において接続されている。
【００２１】
先端部本体３に内蔵された固体撮像素子において撮像された内視鏡観察画像を処理するた
めのビデオプロセッサ４０には、接続コネクタ４９により内視鏡内の信号ケーブルと接続
された接続ケーブル４８を介して撮像信号が入力される。
【００２２】
そして、ビデオプロセッサ４０に接続されたテレビモニタ４１、ビデオテープレコーダ４
２によりに内視鏡観察画像の表示と録画が行われ、フレーム単位の画面撮影処理はビデオ
プロセッサ４０において行うことができる。
【００２３】
このような周辺機器類３０，４０，５０に内視鏡が接続されて内視鏡検査が行われる際に
は、操作者が、（Ａ）に示されるように左手で操作部１０の握り部１１を握って内視鏡を
保持し、（Ｂ）に示されるように右手で挿入部１を掴んで体内への挿入操作を行う。
【００２４】
そして、湾曲操作ノブ１４及び送気送水操作弁１５と吸引操作弁１６の各操作は握り部１
１を握った左手の指で行い、リモートコントロールスイッチ２１，２２，２３を操作する
必要がある場合は、その時だけ、（Ｃ）に示されるように右手を挿入部１から操作部１０
の下方部分１３に移動させてスイッチ操作を行う。
【００２５】
その右手操作は極めて容易であり、また、リモートコントロールスイッチ２１，２２，２
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３の操作は頻繁に行う必要があるものではないので、その操作の際に挿入部１から右手を
放しても、操作全般の円滑性を妨げることはない。
【００２６】
そして、挿入部１に触れることによって汚染される右手でリモートコントロールスイッチ
２１，２２，２３を操作しても、リモートコントロールスイッチ２１，２２，２３が配置
されている操作部１０の下方部分１３には、握り部１１を握っている左手は触れないので
、操作部１０の汚染は下方部分１３だけに止まり、汚染範囲がそれ以上広がらない。
【００２７】
図２は、本発明の第２の実施例の内視鏡の操作部を示しており、三つのリモートコントロ
ール２１，２２，２３のうちの二つは第１の実施例と同様に操作部１０の下方部分１３に
配置し、他の一つは上方部分１２に配置して左手で操作するようにしたものである。この
ようにしても、第１の実施例と同様の作用効果がある。
【００２８】
図３は、本発明の第３の実施例の内視鏡の操作部を示しており、操作部１０の下方部分１
３と上方部分１２とに同じ機能のリモートコントロールスイッチ２１と２１′、２２と２
２′、及び２３と２３′を各々図４に示されるように並列に接続して配置したものである
。このようにすれば、リモートコントロールスイッチ２１（２１′），２２（２２′），
２３（２３′）をその時の都合のよい方の手で操作することができ、右手で操作した場合
でも第１の実施例と同様に汚染が広がらない。
【００２９】
【発明の効果】
本発明の内視鏡の操作部によれば、内視鏡と共に使用される外部機器の制御を行うための
リモートコントロールスイッチの一部又は全部を、握り部より下方位置に配置したことに
より、操作全般の円滑性を損なうことなくリモートコントロールスイッチの操作を右手で
容易に行うことができ、しかも右手から左手への汚染の伝わりを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施例の内視鏡とその周辺機器（外部機器）とが接続された状態
の全体構成図である。
【図２】本発明の第２の実施例の内視鏡の操作部の側面図である。
【図３】本発明の第３の実施例の内視鏡の操作部の側面図である。
【図４】本発明の第３の実施例のリモートコントロールスイッチの配線図である。
【符号の説明】
１　挿入部
１０　操作部
１１　握り部
１２　上方部分
１３　下方部分
１４　湾曲操作ノブ
１５　送気送水操作弁
１６　吸引操作弁
２１，２２，２３　リモートコントロールスイッチ
３０　外部光源装置
４０　ビデオプロセッサ
４１　テレビモニタ
４２　ビデオテープレコーダ
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